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この世界的なパンデミックに直面して、日夜を問わず患者さんを支援されている医師や看護師をはじめとする医療

従事者のみなさまに敬意を表します。医療従事者のみなさまが治療に尽力されている間、メドトロニックも、その一

助としてわたしたちの果たすべき役割で貢献しています。厳しい状況の中、わたしたちは命を救う医療技術へのア

クセスを提供するために努力を続けています。 

メドトロニックは、現在の世界的なパンデミックの危機に対応するために、以下のような様々な取り組みをおこなって

います。 

 

1. 人工呼吸器に関する主な取り組み 

1. COVID-19 による世界中の医療機関でのニーズの高まりに応じて、急激な需要に可能な限り

対応できるよう、人工呼吸器「Puritan BennettTM 980（以下「PB 980」）を 6月末までに

週 1,000台のペースで増産する予定です。また、スペース X社と協力し、人工呼吸器の重要な

部品を製造します。 

2. 人工呼吸器ついて、メドトロニックは他の人工呼吸器メーカーとともに、人工呼吸器のトレーニング

に関するアライアンス（Ventilator Training Alliance=VTA）を組み、呼吸療法士、看護

師、その他医療従事者のための適切な人工呼吸器トレーニングを確実にすることを目的とした、

人工呼吸器に関するトレーニングリソースやマニュアルをつなぐアプリを開発します。これらのコンテン

ツを一元化し提供することで、生命を救う人工呼吸器の使用を加速します。 

3. 迅速な人工呼吸器製造のための選択肢の一つとして様々な業界が検討できるよう「PB 560」の

設計仕様を<Medtronic.com/openventilator>にて公開し、10万件を超えるダウンロード

の登録を頂きました。現時点で、カナダの Baylis Medical社、台湾鴻海のフォックスコン・テクノ

ロジー・グループ(ウィスコンシン州の製造施設にて)、ベトナムのビングループの VinGroup Joint 

Stock社の大手の３つの製造会社と取り組みを開始しています。 

4. 医療関係者の新型コロナウイルス感染症患者さんとの接触を減らすことで感染リスクを低減する

ため、人工呼吸器 PB 980 の設定変更などの操作を病室外から遠隔で行う試みを、米国のいく

つかの医療機関にて開始しています。この機能は、インテル社との連携により実現しました。 

 

2. 医療用防護服他の寄贈 

日本のメドトロニックにおいて、医療用の手袋、マスク、ガウン等、計 30,000点を、NPO法人ジャパンハ

http://www.medtronic.com/openventilator/
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ートを通じて医療機関に寄付し、新型コロナウイルス感染症の治療に取り組む医療従事者を支援してま

いります。 

 

3. 医療関係者向けセミナー 

新型コロナウイルス感染症の影響下で感染対策を行いながら、安全に医療を提供するための知見をいち

早く医師の方々にお伝えするために、国内の医師と、及び中国のメドトロニック（Medtronic Greater 

China）と連携して中国の医師を講師に招いて、ウェブセミナーを開催いたしました。 

このほか予定されている医療関係者向けのセミナーや勉強会も、安全を期して積極的にウェブセミナーに

切り替えて実施しています。 

 

4.  当社社員における感染対策 

新型コロナウイルス感染症の拡散を防ぐため、テレワークが可能な社員については、全世界でテレワークで

の働き方にシフトしています。また、製造・流通などの業務においては、消毒・清掃の強化を行うとともに、

社会距離戦略や定期的な手洗い等の衛生対策を実施しています。 

 


